	インプリメモ

令和３年度　第２７号

NPO法人シニア自然大学校

インタープリテーション科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　　大蔵　晃

	月　日
	令和３年１０月８日（金）　　　天候：晴れ　（暑い）

	場　所
	明石公園　　　　　　（担当　石川、宮澤）

	参加者
	　２１名
	欠席　３名　　高井　西海　福嶋　

	主たる内容
午前の部
午後の部

	《明石公園自然観察会(神無月の野草を楽しむ in 明石公園)》
　10:00　集合　JR明石駅改札口
　10:05　挨拶　明石公園正面入口にて講師高野哲司氏の紹介、挨拶
　　　　　　　　　※高野哲司氏：自然観察指導員、IPNET、J参与
　10:10　自然観察スタート
　　　　　 明石城南石垣下
　　　　　　〇イヌタデ（タデ科）　別名アカマンマ：小さな赤い花や紅色の種を赤飯と見立てた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　開花は昼だけで、湿り気の土地を好む。ルーペで小さな花を観察
　　　　　　〇フジバカマ（キク科）　明石公園では雑草として刈り取られ、保全を訴え続けてきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　公園内の数か所で保全。アサギマダラが飛来、吸蜜を観察。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　明石公園のフジバカマはシロフジバカマ、一見ヒヨドリバナに見える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　フジバカマの葉は光沢有、ヒヨドリバナの葉は光沢無し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前の由来：筒状花を逆さにすると袴のように見えることから。

　　　　　　　ネグンドカエデ、サザンカを観察しながら次の観察地（剛ノ池）へ
　11:00 　剛ノ池近くの草地
　　　　　　　〇金剛竹（笹）と根笹の比較　葉の表面をルーペで見る、毛の有無を確認。
両方の葉を撫でると金剛竹の表面には毛があり、根笹には毛無し
　　　　　　　〇カロライナアオイゴケ　葉裏をルーペで観察し、有毛を確認。
　「いづこより移り来るや　アオイゴケ　故郷問へばカロライナといふ」
　12:00　　（昼食）千畳芝にて
　12:45 　　〇チョウジタデ、ボントクタデ、イヌタデさらにミゾソバの比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　チョウジタデ：花は黄色、タデに似ているがアカバナ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　ボントクタデ、イヌタデ、ミゾソバはタデ科、ヤナギタデは自生無し。
　　　　　　　〇チヂミザサ　　葉が縮れ、花を触るとべとつく。
　　　　　　　〇コヤブラン　　ヤブランは葉が群がり大きな株になるが、コヤブランは地下茎が伸び
　　　　　　　　　　　　　　　　　まばらに葉を付ける。ヒメヤブランは小さい。
　　　　　　　〇ホルトノキ　　高木のホルトノキには紅葉した葉が疎らにつくが、若木には紅葉した
　　　　　　　　　　　　　　　　　葉はまだ付かない。若木の葉裏の主脈が赤いことを観察。
         〇ケイヌビワ　　花嚢に毛有（沖縄と兵庫県のみに分布）
14:00　　観察会終了、解散
　　　　　　　希望者のみ明石市立天文科学館見学

	連絡事項

	〇１０月１２日（火）インプリ入門講座（火曜コース）雨天の恐れあり、雨具の準備
〇１０月１５日（金）石清水八幡宮＆松花堂庭園観察会、インプリ募集中
〇１０月１６日（土）靭公園テニスフェス、集合時間変更（８：２０メトロ本町駅２８番出口集合）


